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10 :17 イエスが旅に出ようとされると、ある人が走り寄って、ひざまずいて尋ねた。「善
い先生、永遠の命を受け継ぐには、何をすればよいでしょうか。」18 イエスは言われた。
「なぜ、わたしを『善い』と言うのか。神おひとりのほかに、善い者はだれもいない。
19 『殺すな、姦淫するな、盗むな、偽証するな、奪い取るな、父母を敬え』という掟をあ
なたは知っているはずだ。」20 すると彼は、「先生、そういうことはみな、子供の時から
守ってきました」と言った。21 イエスは彼を見つめ、慈しんで言われた。「あなたに欠け
ているものが一つある。行って持っている物を売り払い、貧しい人々に施しなさい。そ
うすれば、天に富を積むことになる。それから、わたしに従いなさい。」22 その人はこの
言葉に気を落とし、悲しみながら立ち去った。たくさんの財産を持っていたからである。
23 イエスは弟子たちを見回して言われた。「財産のある者が神の国に入るのは、なんと難
しいことか。」24 弟子たちはこの言葉を聞いて驚いた。イエスは更に言葉を続けられた。
「子たちよ、神の国に入るのは、なんと難しいことか。25 金持ちが神の国に入るよりも、
らくだが針の穴を通る方がまだ易しい。」26 弟子たちはますます驚いて、「それでは、だ
れが救われるのだろうか」と互いに言った。27 イエスは彼らを見つめて言われた。「人間
にできることではないが、神にはできる。神は何でもできるからだ。」（マルコによる福
音書 10 :17 -27）
１　問題の所在と研究の方法
マルコ福音書 10 章 17 に言われている「永遠の命 zwh. aivw,nio,j を受け継ぐ」ことは 23 節で
「神の国に入る」ことに言い換えられ、さらに 26 節では「救われる swqh/nai」ことに言い換え
られている。また、この「救われる」という言葉は、マルコ福音書では、イエスに癒された
長血の女性が「あなたの信仰があなたを救った」 （pi,stij sou se,swke,n se（5:34））と言われて
いるのと同じ語である。マルコ福音書の「永遠の命」はどのようなものとして提示されてい
るのであろうか。伝統的に、キリスト教には「天国」という概念があり、そこでの生が永遠
に続くように思われているが、マルコ福音書での「永遠の命」とは、そのようなものとして
− 26 −
想定されているのであろうか。マルコ福音書には「神の国」への言及や復活への言及もある
が、それと「永遠の命」はどのような関係があるのか。本論では、マルコ福音書で考えられ
ている「永遠の命」を、質的な面（どのようなものとして考えられているのか）と、時間的
な側面（人間は、いつ、永遠の命を得ることが出来るのか）から見てゆきたい。　
具体的には、マルコ福音書で、１）「永遠の命」、あるいは「命」、２）「神の国」、あるいは
「神の国」に入ること、３）復活、に言及している個所の釈義によって、考察を進める。その
際、資料内部だけではなく、マルコ福音書の書かれた時代的、思想的背景に見られる「永遠
の命」の概念も考慮に入れて議論を進める。そのためには、本論の予備的考察として、マル
コ福音書の成立年代を考察しておくことが必要である。その後、その考察の結果を踏まえて、
マルコの執筆年代における「永遠の命」の思想的背景を考察し、それとの関係でマルコ福音
書の記述を考察する。
２　予備的考察―マルコ福音書の執筆年代と時代的背景
マルコ福音書が書かれた年代に関しては、研究者の間で意見が異なっているが、第一次ユ
ダヤ戦争（CE66 -70）におけるエルサレム陥落（CE70）の前後を想定するのが多数意見 1 で
ある。その根拠として言われていることはいくつかあるが、その第一は、13 章 5-23 節で終
末を預言するイエスの言葉とされているいわゆる「小黙示録」が、おそらくユダヤ戦争と関
連し、エルサレム陥落を前提していると見做せることである。第二に、十字架上のイエスの
最期の絶叫に続いて 15 章 38 節には神殿の垂れ幕が上から下まで真っ二つに裂けたとの描写
があるが、このことは、歴史的記録ではなく、39 節にローマの百人隊長の信仰告白を導くた
めの象徴的・神学的文言であり、神殿倒壊以前の時点にこれが書かれたことは考えにくい 2。
第三に、第一のことと関連しているが、13 章には、神殿の「1 つの石もここで崩されずに他
の石の上に残ることはない」（13 :2）という預言がイエスの言葉として記されており、このよ
うな言葉は、神殿崩壊がすでに起こったか少なくとも現実的になった 70 年前後以降でなけれ
ば、ユダヤの神殿体制の中では書き難かったであろう。第四に、マルコが用いている「福音」
という言葉は、すでに初代キリスト教 3 で用いられており、パウロのテサロニケの信徒への手
紙一 4 やコリントの信徒への手紙一 5 などに用例がある。そこでは、福音とは、十字架につけ
られたイエスとその復活（Ｉコリント 1:23. 2 : 2）のことにもっぱら言及して用いられている。
マルコはパウロらのいう「福音」に対するアンチテーゼとして、イエスの受難と復活のみで
なく宣教活動（癒し、教え、悪霊祓いなどを含む）のすべてもまた「福音」であるとの主旨
で書いたとも考えられる。その場合にはマルコの執筆年代は、パウロのテサロニケの信徒へ
の手紙やコリントの信徒への手紙が書かれた 50 年代前半から半ばよりも後で、そうした考え
がキリスト教徒の中に広く見られるようになった時代（すなわち、それに反論したりそれを
敷衍したりするだけの意義が出来た時代）になる。その一方で、マルコ福音書を用いて書か
れたルカ福音書やマタイ福音書の執筆以前でなければならない。これは、70 年前後説と和合
する。
研究者の中で意見が分かれているのは、70 年のエルサレム陥落の前であるか後であるか、
という点である。その鍵となるのが 13 章で、特に 2 節の神殿崩壊予言「一つの石もここで破
壊されずに他の石の上に残ることはない」と、14 節、「憎むべき破壊者が立ってはならない所
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に立つのを見たら―読者は悟れ―、その時、ユダヤにいる人々は山に逃げなさい」の文章で
ある 6。13 章のイエスの言葉を、マルコがイエスに語らせたエルサレム陥落の事後予言ととれ
ば 7、福音書の執筆時期は 70 年代初期と見るべきであろう 8。しかし、70 年の神殿崩壊の状況
がこの通りではないことから 9、マルコがこれを書いたのは 70 年の前であると見る見方もあ
る 10。これらのことから、われわれは、マルコによる福音書の執筆年代を 70 年のエルサレム
陥落の前後とし、それ以前か以後かの判断は保留にせざるを得ないと考えて論を進めること
にする。「永遠の命」（zwh.n aivw,nion）という表現は、紀元前 2 世紀から 70 年以降を含む紀元
1 世紀ごろのユダヤ教の文献にしばしば表れており、マルコの執筆年代が 70 年以前であれ、
以後であれ、それらの文献が書かれた時代と重なる点では同じだからである。いずれにして
も、マルコ福音書はこれらと共通の思想背景をもつと想定できるからである。
３　永遠の命―復活の命
「永遠の命」（zwh.n aivw,nion）という表現を含む紀元前 2 世紀から紀元 1 世紀ごろのユダヤ
教の文献として、代表的な例としては、ダニエル書の七十人訳 LXX（12 :2）、エチオピア語エ
ノク書（37 :4 ; 40 : 9 ; 58 : 3）、マカバイ記二（7:9）、マカバイ記四（15 :3）などがあげられる。
これらの例では、この「永遠の命」は、義人が「来たる世」で受け継ぐであろう復活の命の
ことを指している。C. S. マンが注意を促しているように、これは、ただ命が不滅に永続する
というだけの不死の命とは異なる 11。
ダニエル書（12 :2）では、この世の終末に、ダニエルの民のために大天使ミカエルが立ち、
多くの者が塵の中から目覚め、ある者は永遠の命に（eivj zwh.n aivw,nion）入り、ある者は永遠
の恥と恥辱に入ることになるとの預言がなされている。
また、エチオピア語エノク書には、やはり、終末についての預言で、「58:3 義人たちは太陽
の光の中に、選民は永遠の生命の光の中にあって、彼らの生命の日は終わりなく、聖人たち
の日は数えも能わぬ。4 彼らは光を求め、霊魂の主のもとに義を見出す。義人らは永遠の主の
もとに平安を得る」12 と書かれている。エノク書において、この永遠の命という表現（37 :4, 
40 : 9, 58 : 3; 特に、40 :9）を含むたとえの書（37-71 章）は、紀元後 270 年頃書かれたと推定さ
れており、これがマルコ福音書の背景というよりはむしろ、こちらの方が福音書の影響で書
かれたことが推定されている 13 のであるが、永遠の命という概念が福音書に初めて出てきた
わけではなく、すでに紀元前からあったことは、マカバイ記二（7:9）やマカバイ記四（15 :3）
の用例に実証される。マカバイ記二は紀元前 2 世紀後半に書かれたとされるが 14、ここでは、
アンティオコス・エピファネスのユダヤ教迫害のもとで律法を守り続け、殉教を選ぶ兄弟が、
「世界の王は、律法のために死ぬわれわれを、新しい永遠の命（LXX eivj aivw,nion avnabi,wsin 
zwh/j）へと甦らせてくださる」（7:9）と、復活の希望を述べている。マカバイ記四では、息
子を殉教させる母親の心情が、彼らの一時の命を救おうとするよりも、彼らを永遠の命へ（eivj 
aivwni,an zwh.n）と救う信仰を選ぶ愛と理解されている。ここでは、信仰のために死んだ者を
神が永遠の命へと甦らせると考えられているのである。
このようなことを踏まえて、本論冒頭に示したマルコ福音書 10 章 17-27 の例を見てゆきた
い。マルコの描写によれば、ここでは誰も、この青年が「永遠の命」と言ったのはどのよう
な意味か問い返すことはしていない。そのことは、この「永遠の命」が、ここにいる人々の
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共通概念だということを示す。それゆえ、これは、先に見たように、当時の黙示文学などに
表された「復活の命」ととるのが自然である。この金持ちの青年は、復活の命にあずかるに
は何をすればよいか、と聞いていると解釈するのが自然であり、マルコの読者も、そう取っ
たであろう 15。
それは、イエスの、「天に宝を積む」がやはり、この文脈で考えられることでも裏づけら
れる。第四エズラ書やその前後に成立したと見られる『バルク黙示録』では、終末に神のも
とに蓄えられている善行の宝が示され（IV エズラ 7:77）、悪人の罪が書かれた書や義人の善
行が集められた倉（バルク黙 24 :1）が開かれるなどして、罪や善行に応じた裁き（バルク黙
40 :1, IV エズラ 7:105 ; 14 : 35 など）と、報い（バルク黙 42 :2 など）や救い（IV エズラ 7:60
など）があるだろうことが強調されており、その概念とイエスの言葉は合致するのである。
「あなたの行いの宝は、いと高き者のもとに蓄えられているからである。もっともその宝
は、終わりの時にならなければあなたに示されることはない。」（IV エズラ 7:77）16
「7:104 今でも、父が子に代わり、子が父に代わり、主人が僕に代わり、親友が大切な人に
代わって悟ったり、眠ったり、食べたり、病気を治してもらったりすることができない。
105 それと同様に、だれも他人のために赦しを願うことは決してない。人は皆おのおの自
分の不正な行い、あるいは正しい行いの責任を負うのである。」（IV エズラ 7:104 -105）
「すべて罪を犯した者たちの罪が書きこまれた書のみならずすべて被造物の間で正しく生
きた者の善行が集められてある倉が開かれるときが来る。」（バルク黙 24 :1）17
「40 :1 その大軍は全滅し、（ただひとり）生き残る最後の司令官は縄をかけられてシオン山
にひかれてのぼってくるであろう。わたしのメシアはありとあらゆる彼の犯罪について
彼を告発し、彼の前に彼の軍勢の行状のかずかずを洗いざらい並べたてるであろう。2 そ
ののち彼（メシア）は彼を殺し、わたしの民の生き残りでわたしが選んだところにいる
者たちを保護するであろう。」（バルク黙示録 40 :1 -2）
また、エノク書には、エノクの見た幻が次のように書かれている。
「47:2 そのとき、天上に住む聖者たちは声をひとつにして、流された義人たちの血と義人
たちの祈りのゆえに、懇願し、祈り、霊魂の主の名をほめたたて、賛美するであろう。
［…］3 その時わたしは高齢の頭がその栄光の座に着席するのを見た。（つづいて）、生け
る者たちの書が彼の前に開かれ、天上にあって、彼を取り囲むすべての軍勢が彼の前に
立っていた。4 義の数がめぐってき、義人たちの祈りがききいれられ、義人（たち）の血
が霊魂の主の前につぐなわれたことによって義人たちの心は喜びにあふれた。」（エノク
47 :2 -4）
このような考えにそって、イエスの言葉も、倉に善行を積んでおけば裁きの時に永遠の命を
得られるという、バルク黙示録にあるようなことと理解されたであろう。特に、第四エズラ
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書で言われている、行いの「宝」がいと高き方（神）のもとに蓄えられている、という表現
は、イエスの、「天に宝を積む」と近似している 18。T. ライトは、天に宝を積むとは、エノク
書の裁判の時に開かれる書のようなものに善行を書き加えてもらうことであると指摘してい
るが、それも同じ見方である 19。　
ここでは、イエスは律法に従った行為をすることを神の国に入ることの少なくとも一つの
条件のように言っている。プロテスタント神学の標語「信仰のみ」が与える印象とは異なり、
彼は、金持ちに、自分の持ち物を売って貧しい人々に施すことを要求しているからである。
イエスは、その他の個所でも、「心を尽くし、知恵を尽くし、力を尽くして神を愛し、また隣
人を自分のように愛する」ということを奨励しており、この律法をもっとも重要な戒めとし
て認識している律法学者に、「あなたは、神の国から遠くない」（マルコ 12 :33 -34）と言って
いる。
また 9 章 43-45 節には、以下のような言葉がイエスに帰されているが、ここでも、行いが
重視されている。
9:43 もし片方の手があなたをつまずかせるなら、切り捨ててしまいなさい。両手がそろっ
たままゲヘナの消えない火の中に落ちるよりは、片手になっても命に入る方がよい。44 45 
もし片方の足があなたをつまずかせるなら、切り捨ててしまいなさい。両足がそろった
ままでゲヘナに投げ込まれるよりは、片足になっても命に入る方がよい。46 47 もし片方
の目があなたをつまずかせるなら、えぐり出しなさい。両方の目がそろったまま地獄に
投げ込まれるよりは、一つの目になっても神の国に入る方がよい。（マルコ 9:43 -47）
この 43 節と 45 節の「命に入る」eivselqei/n eivj th.n zwh.n も、10 章の場合と同じく「神の国
に入る」ことと言い換えられている（47 節）。そして、ここでは、これはさらに、ゲヘナ（地
獄のようなところ）に投げ込まれることと対比されている。ここでも命に入ることは、死後
の救いのことと考えられており、それは生きている間の行動にかかっていると描かれている。
４　1 : 15 「時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい」
しかし、その一方、マルコ福音書のイエスの発言としては、神の国に入ることを、死後の
ことではなく、今生きているこの生の問題として考えさせる言葉もある。マルコ 1 章 15 節に
よれば、イエスの基本的な宣教使信は、「神の国は近づいた、悔い改めて福音を信ぜよ」であ
った。これは、人々に、今、ここでの神への立ち返りを促すものである。
この背後にはイザヤ書　の 40、52、61 の預言とマラキ書 3:1 が意識される。
「40:11 主は羊飼いとして群れを養い、御腕をもって集め／小羊をふところに抱き、その母
を導いて行かれる。」（イザヤ 40 :11）
「52:6 それゆえ、わたしの民はわたしの名を知るであろう。それゆえその日には、わたし
が神であることを、『見よ、ここにいる』と言う者であることを知るようになる。7 いか
に美しいことか／山々を行き巡り、良い知らせを伝える者の足は。彼は平和を告げ、恵
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みの良い知らせを伝え／救いを告げ／あなたの神は王となられた、と／シオンに向かっ
て呼ばわる。」（イザヤ 52 :6 -7）
「61:1 主はわたしに油を注ぎ／主なる神の霊がわたしをとらえた。わたしを遣わして／貧
しい人に良い知らせを伝えさせるために。打ち砕かれた心を包み／捕らわれ人には自由
を／つながれている人には解放を告知させるために。」（イザヤ 61 :1）
「3:1 見よ、わたしは使者を送る。彼はわが前に道を備える。あなたたちが待望している主
は／突如、その聖所に来られる。あなたたちが喜びとしている契約の使者／見よ、彼が
来る、と万軍の主は言われる。」（マラキ 3:1）
これは神の国の到来を、神が約束した救いの成就と見るが、イザヤ書の書き方からすればそ
の時は、すでにこの世にある神の支配が明らかにされ、目に見える形で実現する時である 20。
イザヤ書では救いはこの世でもたらされるものと考えられている。その文脈では、神の国は、
聞き手が死後経験する可能性のある復活の世界とは考えられていない。それは、マラキ書で
も同様である。そして、これらの言葉を引用してなされるイエスの福音宣教と、その内実も、
救いを人々が今生きているこの世でのレベルで示している。
マルコ福音書のイエスは、彼の考える「神の国」を、4 章の三つの譬え、すなわち、「種を
蒔く人」の譬え（マルコ 4:1 -9）、「ひとりでに育つ種」の譬え（マルコ 4:26 -29）、「からし
種」の譬え（マルコ 4:30 -32）で表している。
「種を蒔く人」の譬えは、イエスが弟子たちに語ったとの設定で、以下のとおりである。
4:3 「よく聞きなさい。種を蒔く人が種蒔きに出て行った。4 蒔いていると、ある種は道端
に落ち、鳥が来て食べてしまった。5 また別の種は、石だらけで土の少ない所に落ち、そ
こは土が深くないのですぐ芽を出した。6 しかし、太陽が昇ると焼けて、根がないために
枯れてしまった。7 また別の種は茨の中に落ちた。すると茨が伸びて覆いふさいだので、
実を結ばなかった。8 そしてほかの種は良い土地に落ち、芽生え、育って、30 倍、60 倍、
100 倍にも実を結んだ。」9 そして彼は、「聞く耳のある者は聞きなさい」と言った。（マ
ルコ 4:3 -9）
ここでは、蒔かれた種は、イエス運動の宣教使信を表し、種を蒔く行為は、福音を聞き手に
宣べ伝える行為を示している。そして、一見すると、うまく実を結ばない種が 3 つ、実を結
ぶ種は 1 つだけのようにも見えるが、実際のところは、最初の三つの種が単数形で語られ、
最後の良い土地に落ちた種が複数形で書かれていることから、これは、宣教が最初はうまく
いかないように見えても必ず成功することと、神の国の実現を約束していると解釈される 21。
4 章 26-29 節の「成長する種」の譬えもまた、この世における実りの確約の譬えである。
4:26 また、イエスは言った。「神の国は次のようなものである。人が土に種を蒔いて、27 
夜昼、寝起きしているうちに、種は芽を出して成長するが、どうしてそうなるのか、そ
の人は知らない。28 土はおのずと実を結ばせるのであり、まず茎、次に穂、そしてその
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穂には豊かな実ができる。29 実が熟したら、早速、鎌を入れる。収穫の時が来たからで
ある。」（マルコ 4:26 -29）
「からし種」の譬えと言われる 4 章 30 節から 4 章 32 節の譬えは、最初は目に見えない始ま
りから大きく育つからし種にたとえて、今度は、最初と最後のコントラストによって神の国
の成就を確約し、前の二つの譬えの主旨を強調している。
4:30 「神の国を何にたとえようか。どのような譬えで示そうか。31 それは、からし種のよ
うなものである。土に蒔く時には、地上のどんな種よりも小さいが、32 蒔くと、成長し
てどんな野菜よりも大きくなり、葉の陰に空の鳥が巣を作れるほど大きな枝を張る。」
（4:30 -32）。
これら三つの譬えは、どれも、この世界の中で神の国が育ち成就するイメージであり、救
いが、死後の世界や、黙示的な裁きの後にこの世が刷新された時に得られるものであるとい
うようには描かれていない 22。
５　イエスの宣教活動における神の国の実現
加えて、マルコ福音書では、イエスが宣教活動の中で行った癒しや悪霊祓いが「神の国」
を示す教えと見られている。そこからしても、マルコ福音書では、イエスの「神の国」はこ
の世で成就する 23 ものとして、描かれているのである。イエスの癒しや清めや悪霊祓いは、
すでにこの世で神の国が始まりつつあるしるし（権威ある教え 1:27）と見られている。ルカ
やマタイは「わたしが神の指で悪霊を追い出しているのであれば、神の国はあなたたちのと
ころに来ている」（ルカ 11 :20/ マタイ 12 :28）との言葉を記録している。同じことは、マルコ
には明言されていないが、そもそもマルコ福音書が、イエスのこの世での癒しや清めや悪霊
祓いを神の国宣教の重要な部分として描いていることに表れている。マルコ 5:34 で長血の女
は信仰によって「救われた」（信仰が彼女を救った（se,swke,n 完了形））と言われているが、こ
れは、すでに彼女が神の国の恵みにあずかり、その領域に移っていることを示唆する。この
世で生きている間の救いである。
マルコはまた、1 章 6 節、イエスの出現を預言した洗礼者ヨハネを、終末の先触れとしてユ
ダヤ教で伝説的に待たれてきたエリヤを思わせる書き方で描くことによっても、今現在のこ
の世への神の国の到来を印象付けている。ここでの、ラクダの皮衣と革の帯を身につけた洗
礼者ヨハネは、列王記下 1 章 8 の、次のようなエリヤの描写と重ね合わせられている―「『毛
衣を着て、腰には革帯を締めていました』と彼らが答えると、アハズヤは、『それはティシュ
ベ人エリヤだ』と言った」（列王下 1:8）。終末に先立ってやってくると考えらえているエリヤ
は（cf. マルコ 9:9 -11、ベン・シラの知恵 48 :10 など）24 すでにやってきており、終末はすでに
始まっている 25。
また、神の国とは、神の支配が実現することと理解できる（「神の国」（basilei,a tou/ qeou/）
は、「神の支配」とも訳せ、同義と理解することが出来る。basilei,a には「国」と「支配」の
両方の意味がある）。神の支配が神の国であるとすると、神の意志に従った生き方をすること
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がすでに神の国に入ることであると見ることは可能である。そして、もしそうであれば、イ
エスの宣教に答えて神に従って生きるようになった人々は、この世においてすでに永遠の命
を受け継ぐ者となっていると考えられよう。
６　マルコによる福音書の終末観
最初に見た、死後の復活による「永遠の命」と、今見たこの世で経験しうる神の国での命
とは、両立するだろうか。ここで、マルコによる福音書に書かれている「終末」の預言を考
えたい。「神の国」という表現は、「来たる世」（the Age to Come）の別の言い方で、これ
は、神がついにこの世を支配するようになる、終末の時を意味していた 26 からである。ここ
で、特に問題となるのは、イエスが弟子たちに語ったという文脈に置かれている以下の言葉
である。
13:24 「それらの日には、このような苦難の後、／太陽は暗くなり、／月は光を放たず、25 
星は空から落ち、／天体は揺り動かされる。26 そのとき、人の子が大いなる力と栄光を
帯びて雲に乗って来るのを、人々は見る。27 そのとき、人の子は天使たちを遣わし、地
の果てから天の果てまで、彼によって選ばれた人たちを四方から呼び集める。」28 「いち
じくの木から教えを学びなさい。枝が柔らかくなり、葉が伸びると、夏の近づいたこと
が分かる。29 それと同じように、あなたがたは、これらのことが起こるのを見たら、人
の子が戸口に近づいていると悟りなさい。30 はっきり言っておく。これらのことがみな
起こるまでは、この時代は決して滅びない。31 天地は滅びるが、わたしの言葉は決して
滅びない。」
ここから読み取れるのは、死後の復活の話ではなく、生きている者が間近に経験するであ
ろう終末の時の裁きによる永遠の命への振り分けである。その時は、間近に迫っている。今
イエスの言葉を聞いている世代が死に絶える前に人の子が来て裁きがある。その時に、人々
は裁かれ、永遠の命に入る者とそうではない者とに振り分けられるであろう。
今この世界に切迫した終末としての神の国の到来を示唆する言葉はマルコには他にもある。
9 章 1 節には、以下のようにある。
また、イエスは言われた。「はっきり言っておく。ここに一緒にいる人々の中には、神の
国が力にあふれて現れるのを見るまでは、決して死なない者がいる。」（マルコ 9:1）
黙示文学などには、終末を、この世界の終わりと刷新と見るものもある。新しい天と新し
い地を考えるヨハネ黙示録は新約聖書の中でのその例である（黙 21 :1）。しかし、聖書におい
ては、かならずしも終末＝この世の終わりであるわけではない。イザヤ書の終末論のように、
神の国の実現としての終末を、この世の現在の歴史の中に待望する見方もある。マルコ福音
書の 9 章 1 節など、終末での神の国の到来を示唆する言葉もまた、この世における神の国の
実現に言及していると見るべきである。「ここに一緒にいる人々の中には、神の国が力にあふ
れて現れるのを見るまでは、決して死なない者がいる」（9:1）は、1:15 での神の国の到来が
マルコによる福音書における「永遠の命」（本多）
− 33 −
近いことの宣言と同じことを言っていると読むべきであろう。
終末の裁きによって永遠の命に入る者とそうでない者が振り分けられるという考えは、8 章
36-38 節にもある。
8:36 人は、たとえ全世界を手に入れても、自分の命を失ったら、何の得があろうか。37 自
分の命を買い戻すのに、どんな代価を支払えようか。38 神に背いたこの罪深い時代に、
わたしとわたしの言葉を恥じる者は、人の子もまた、父の栄光に輝いて聖なる天使たち
と共に来るときに、その者を恥じる。
そして、その裁きの時は、9 章 1 節に明らかなように、すぐに来ると考えらえている。マルコ
のイエスは、弟子たちに、「目を覚ましていなさい」（13 :33）と言うが、これは、終末に対す
る備えを呼びかけているのである。
７　復活問答
　もう一つ、問題となるのは、12 章 18-27 節の、いわゆる復活問答である。
12:18 復活はないと言っているサドカイ派の人々が、イエスのところへ来て尋ねた。
19 「先生、モーセはわたしたちのために書いています。『ある人の兄が死に、妻を後に残
して子がない場合、その弟は兄嫁と結婚して、兄の跡継ぎをもうけねばならない』と。20 
ところで、七人の兄弟がいました。長男が妻を迎えましたが、跡継ぎを残さないで死に
ました。21 次男がその女を妻にしましたが、跡継ぎを残さないで死に、三男も同様でし
た。22 こうして、七人とも跡継ぎを残しませんでした。最後にその女も死にました。　
23 復活の時、彼らが復活すると、その女はだれの妻になるのでしょうか。七人ともその
女を妻にしたのです。」24 イエスは言われた。「あなたたちは聖書も神の力も知らないか
ら、そんな思い違いをしているのではないか。25 死者の中から復活するときには、めと
ることも嫁ぐこともなく、天使のようになるのだ。26 死者が復活することについては、
モーセの書の『柴』の個所で、神がモーセにどう言われたか、読んだことがないのか。
『わたしはアブラハムの神、イサクの神、ヤコブの神である』とあるではないか。27 神は
死んだ者の神ではなく、生きている者の神なのだ。あなたたちは大変な思い違いをして
いる。」
この個所については、イエスが「神は死んだ者の神ではなく、生きている者の神なのだ」
と言っている意味を、アブラハムたちがまだ 27、あるいは、もう復活して 28 生きているとの
ことだと見る見方とこれから復活すると見る 29 見方の両方がある。しかし、われわれは、本
論で、もう一つの異なる視点からこの個所を解釈することを提案したい。それは、ヘブライ
的時間感覚をもってこれを見ることである。
T・ボーマンによれば、ヘブライ人は相対的時間をもち、その相対的時間は、話者たる人間
の視点から規定される。ヘブライ語は完了態と未完了態の 2 つであるが、完了態は、時間を
体験する人間の立場から見て、完了してしまった行為を規定しており、未完了態は、当人に
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とってまだ終わっていない出来事を表す時に用いられる。それは、言語の問題だけではなく、
むしろ出来事の認識の仕方の問題である。ボーマンが見るようなヘブライ人の時間感覚から
すれば、ヨーロッパ人の過去形において表されるような出来事であっても、現在として経験
される出来事はありえる 30。それゆえ、この個所は、おそらく、われわれの西洋的な時間軸上
ではおそらく未来のことであるが、その一方で、それは、必ず起こることとしてすでに現在
の一部になっていることとも考えられるのであろう。しかも、そもそも、「永遠」（ヘブライ
語の `ôläm）は永続とは異なるものであり、無時間の時間である。神の永遠の座標軸から見れ
ば、アブラハム、イサク、ヤコブは「生きている」と考えられるのであろう。その意味から
すれば、イエスの弟子たちも含め、永遠の命にあずかる者たちは、「生きている」者なのであ
る。
８　ヘブライ思想における「生」と「死」の意味
また、「生きる」ということ自体の意味もある。
並木浩一は、旧約聖書に根本的な死生観では、生の本質は交わりにおいて見られており、
それが断たれたのが死だったと指摘している 31。J. R. ドナヒューと D. J. ハリントンも、12 章
で族長たちがまだ生きていると見る根拠として、永遠の命の根幹は神との交わり（communion 
with God）だと言っている 32。そのような意味では、族長たちは、もう生きている、ではな
く、まだ、生きていると言える。そして、イエスに従う者も、同じ意味で永遠の生を生きて
いると理解できる。
９　結論
マルコによる福音書において「永遠の命」は、復活の時の生、現在すでに救われている（た
とえば救われた長血の女の）生、終末の時に永遠の命に入る、の三つの形で提示されている。
金持ちの青年とイエスの問答では、永遠の命は、復活の命と理解されているが、その命にあ
ずかれるか否かが分かる決定的な日は、マルコ福音書ではすぐ間近に迫っている。それは、
神の国／支配が到来する時である。その神の国は、死後の復活のイメージとは異なり、イザ
ヤ書の預言とのつながりやイエスの宣教活動や譬えによって、マルコ福音書ではこの世界で
実現するものと描かれている。神の国＝神の支配は、始まりつつあるので、その国への参与
はすでに今、可能である。それは、永遠の命にあずかるということである。それらを総じて
見れば、マルコによれば、永遠の命を生きることは今すでに可能であり、また同時に、死後
にしろ生きている間にしろ訪れるであろう終末において、復活の生として決定的に与えられ
得るものなのであると、理解できる。
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